
異なり ，提供したニュースの採百11言論機関の自 由であるが ，

尖際に報道されるとジャーナリズムの ' 1 '立性 ・ 公共性の権威に

よって，大きな広報効果を発仰すると L づ 強味があるので，パ

プリシティーは|羽鉄の広報活動の rl_1で ， きわめて大きな部分を

占めて いる。

パプ リシティ ーのi眼目は ， 11'í 報従(Jtの対象を厳選することで

あるが ， 国鉄の場合，記者クラブが本社に 4 ， 支社および鉄道

管理局に 30 あ り ， 主要組道機関のほと んど全品川新聞 ・ ラジオ ・

テレビ)が所属してレるので， これらに対する情報の提供が第

一に重要なこ とになる。こ のほか ， tOi!集者 ， 論説委員等のリス

トを教師iL ， たえす!1'N報の提(y、を 1 i な うと 同時に，場合によっ

ては，このような グループと定期的に意見交換の会をも っ て ，

国鉄からの広報を行な し 、，ま たフィードパックのチャンスを期

すことも重要な こ とである。記者クラブに対しては， ニュ ー ス

価値のあると思われる こと を，それに」、さわ しいスタイ ルて'提

供することが必要で，現在責任あるw門家による説明(，、わゆ

る レクチャー)，資料挺供，お知らせという 三つの方法の 一つま

たは二つを組み合わせた方式をと って L 、る 。 また臨時，または

定期に総裁 (3 記者 クラ ブを 2 刊に分けて ， それぞれ週 1 fill), 

常務理事 (4 記者クラブを 2 回にわけで，輪番i聞で，それぞれ

月 1 同，ただし営業位当常務はlJlJに経済部記者を対象に月 l 阿)

が記者会見を行な っ ている。 また論説委fl_ ， 文化人等のオピニ

オン ・ リ ーダーのグループと の会合には，総裁以下幹部が Ul fRl\

国鉄の実状を率的 に PR するよう努めてトる。

以上のような能動的な広報活動のほか，取材あっ旋，投書 ・

MWIの処理， 質問に対する問符写， ，、わば受動的な広報活動も

パ プ リシティ ーの重要な郎分である。また，これらの活動のた

めに， メーノレリ ストの絵備，写真の備え置き， tlt論の調査(新

聞の切紋き，その狭J!ID が ÎÌÎj挺にな る のはもちろんである。

(2) 11:版物の発 ji

文字による広報1 1，速報性においては恋 | パ フ リ γ テ ィ ーに

劣るが， パプリ γ ティ ーの裏付け ， な L 、し ， あとづけとして持

統性のある点に特長があり ，したが っ て，繰り返し PR を続け

る必要のある テ ー マと 一般大衆向けのテ ー マに好適である。国

鉄では， 特にメ ーノレ リス ト の幣 v/iîに力 を注 ぎ，配布対象 と 編集

内容の|日lに板力す.れがなL ように勿めてレる。 出版物名 ， 発行

ml数，内容， 配布i l:l. kのとおり 。

(3) I映同| の ;1，1]作

PR 映 lilij を作成 し ， 一般l吹 jllij 飢 ・ 学校 ・教育委只会な どで l二

II!Iとするほか， 本社の PR コーナーに フ ィノレム ・ ライブ ラリーを

設け， そこからßjfi ll~jrtlli しをしてレ る。 フ ィ ル ム ・ ラ イ ブラリ

ーからの貸出しだけで も，年IHI約 100 万人以 tの観客を動n し

てい る。

(4) 展示，職場公1m

展示や職場公1mによる広報活動が，明JÐilな PR 意図の下にわ

なわれるようにな っ たのは比較的新しし昭和 38 ， 1 に本社に

PR コーナ ーができたことと，昭和 39 ・ 4 に関東支社が PR モデ

ルコ ースを作ったことを もって， 一応その始まりとする。参加l

人員に限りがあるうらみがあるが， U出で見る国鉄1 と いう 形の

広報が可能で，印象が鮮明であり，地減討会のl'f]併と協力をう

るのに適している 。 PR コ ーナ は広報展示，応接， PR 映l酎の

貸出しなどを行なってし、るが，開設以来現在(昭和 40 ・ 7 ) ま で

延べ 35 万人(主と して丸ノ内放) が入場し ， PR コースは， い

ろしろな殿場を見学するコースであるが， 25 fiillJtl tJ.れ延べ 443

人が参加して L 、る 。

PR コ ー ナー貸出 し映画

分照 足。 名 完年成

昭和
l 背い 路線 32 
2 I~J 11 の鉄JÛ 34 
3 特之Iふさかぜ

4 こだま勺 ι1，速度試験 " 
5 n 本の うど通 " 
6 海を減る鉄道 " 
7 fiI'びゆく鉄道 35 
8 ロ カル線

9 日 本の動脈 " 
10 背函連絡船 " 
11 ディー ゼル特;ll." " 
12 "7ス コットのねがL 、 36 
1 3 宮にいどむ " 
1 4 貨物駅 " 
15 雪と たたかう鉄泊 " 
16 新 しい鉄泊 37 
17 ラッ シュ 38 

18 ある 機JllJ助士 " 
19 豪雪 とのたたかい " 
20 現代の車両 " 
2 1 月( 39 

22 躍進 (東北本線電復化線工
事記録) " 

般 23 新しい信号 " 
24 北陸 トンネ ル 第 l 部 35 
25 第 21ii) 37 
26 東海道新幹線第 1 部 36 
27 " 第 2 部 38 
28 " 総JIl制 39 
29 " " " (改訂版)

30 北海道 36 
北 3\ ひがし北海道 " 

32 美 しき北海道 37 
海 33 手L!:~の流れる郷(緑の季節) 38 

34 " (自 の季節) " 
35 楽しい北海道 39 

辺 36 みなみ北海道 " 
37 樹木の蔵王 33 

観* 拘束北周遊の旅第 l 部 37 
39 第 2 iril " 
40 十和田の四季をたずねて " 

北 41 光と雲と(みなみ東北の旅) 38 
42 央会津(櫓技岐から尾瀬へ) 39 

43 秋の信濃路 35 
関 44 11'の信濃路 36 

45 ti濃の春スキ ー

耳n 46 木門路 38 
47 冊i 氷峠 " 
48 繰名湖周遊の旅 " 
49 尾 瀬 " 中 50 川 本本郷から成 fll へ
51 }I司遊券の旅 ~tJlt.尉 " 

1ft! 1 52 白銀の乱抑 39 
53 I゚lJ'! ' (，虐な " 

近 54 *~勢似の全通 34 
55 }，';j遊券の旅 I~j畿縦 " 
56 ~~ 此 ・京都を訪ねて

36 
光 畿 (ひのでりと J~ t，こ )

57 川遊券の旅山陰編 " 
凶 58 問遊券の旅四L1!I編 35 

59 V_4 品l 第 1 i'ii} 38 
| 叫 60 " 第 2 部 " 

九 61 九州風土記 (紋から冬へ) 35 
62 " (非か ら fJ_へ) 36 
63 太陽とみどりの附 則東部編 38 

州 64 " 北西部編 39 

りあ る，ì~ その 1
, 1 38 

一一 131 一一

こくてつのこ

映写 種別l
時間 白 ・黒カラーの別

20 カラ ー

25 カラー ワイド※

15 カラーワイド

25 カラ ー 3民

19 白黒

20 " 
25 カラーワイド※

カラー

20 カラーワイド※

33 カラー

18 " 〉託

25 " 〉く

30 " ※ 

15 白黒
14 " 
15 " 
25 カラー ※ 

37 " ※ 
40 白熱

" カラーワイド
26 カラー ※ 

35 " 
30 " 
34 " 
" " 
20 カラーワイド※

30 " ※ 

45 " ※ 

49 " ※ 

30 カラーワイド

" " 
35 " 
26 " 
20 " 
20 " 
30 カラー

20 " 

33 " 
36 " 
41 " 
35 " 
23 " 
40 " 
29 " 
26 

" 25 

23 " 
20 " 
30 " 
23 " 
30 " 
35 " 
26 " 
28 " 
21 " 
60 " 
33 " 

30 " 
35 " 
23 " 
35 " 
50 " 
30 カラーワイド

" 

30 カラー


